
 

 

 

 

 

 

 

 

校長 加 藤 幸 一   

早いもので，令和４年，今年１年が終わろうとしています。一番長い２学期も，つい先日始まったように感じて

いたのですが，あっという間に終わってしまいました。この１２月も，まさに師走の語源のように，あっという間

に過ぎ去りそうです。 

さて，令和２年に制定した教育目標 の下，今年度の重点目

標を下記のように３点掲げています。 

これは「目指す児童の姿」を受けたものであり，「知・徳・体」のバランスの取れた「生きる力」を育むために

設定しています。そして，昨年度の学校評価や児童アンケート等をもとに明らかとなった課題を克服・改善する

ために設定しています。まだ年度途中ですが，重点目標の達成状況について，私なりの見解をお伝えします（あく

までも私見であって，学校全体の見解ではないことをご了承ください）。 

①進んで考え，進んで伝える子～重点目標の中でも特に重視している目標です。へき地小規模校の子どもの

課題の一つに，コミュニケーション能力と表現力の不足が挙げられます。これは，人間関係が限定・固定化さ

れることと，大きな集団による学習や話し合いができないことによるものです。本校も同様の課題があり，校

内研修でも を主題に掲げ，子どもたちの表現力（伝

える力）の育成に取り組んでいるところです。学習内容の理解や，家庭学習の十分な時間の確保などにはまだ

課題もありますが，学習意欲や進んで発表することについては，概ね達成できていると思います。「伝える」に

ついては，自由研究発表会や地域学習発表会等，人前で話す機会や場を多く設定することで子どもたちの力を

検証しています。現在，子どもたちは，聞くことに関しては十分意識できていますし，発表に対しては，大き

な声で，ゆっくり，はっきりと感想や質問，意見を述べることができるようになってきました。今後は，伝え

る内容の充実と，自分の思いを口頭だけでなく文章化するなど「書く力」や「記述する力」の育成にも努めて

まいります。 

②自分も友達も大切にする子～あいさつや返事の定着にはまだ課題がありますが，思いやりのある言動で友

達を大切にすることは，概ね達成できていると思います。「『ちくちく言葉』を使わずに『ふわふわ言葉』を使

いましょう」という日頃からの指導が功を奏していると感じています。ただ，自己肯定感や自己有用感につい

て，学年が上がるにつれて低くなっていることが残念です。朝会などで子どもたちにも話していますが，「自分

を好きに，自分を大切にできる子」になってほしいと思います。自分を大切にできる子は，間違いなく友達も

大切にできる子だと思います。学校では，子どもたちを様々な場面で認め励まし，小さな成功体験の積み重ね

で自己肯定感・自己有用感を向上するよう努めています。ぜひ，ご家庭でもご協力いただければと思います。 

③自律的な生活と元気に運動する子～体力に関して，スポーツ少年団に入っている子とそうでない子の体力

差はありますが，運動の二極化については全道・全国的な課題となっています。本校は全国体力・運動能力調

査に全学年が取り組んでいます。新体力テストについては，柔軟性や握力等の筋力，敏捷性に課題が見られる

ものの，概ねよくできていると思います。運動に関しては，休み時間や放課後，グラウンドや体育館で元気に

遊ぶ児童がほとんどです。また，体力づくりにも意欲的に取り組んでいました。これについては十分に達成で

きていると思います。自律的な生活については，ゲームやメディアに触れる時間が長い，生活習慣の定着が不

十分といった課題もありますが，これらについては，啓発資料やリーフレットの作成による周知，生活リズム

チェックシートの活用等で即時に改善を図っているところです。この目標の達成については，家庭・地域との

連携がいっそう大切になってきます。今後もご家庭の協力をいただきながら，取り組んでまいります。 

 

 

 

１２月６日（火），体育館で後期の体力テストを行いました。種

目は，握力，長座体前屈です。体力テストの結果をもとに，伸びた

ところやこれからの課題を確認していきます。  

また，１２月１６日（金）には，１回目のなわとびトライを行い

ました。１月３０日（月）に２回目を行い， 

良い方の記録を北海道教育委員会の「どさ 

んこ元気アップチャレンジ」（なわとびト 

ライ）に登録します。引き続き，冬場の体 

力つくりを行っていきます。 

１２月１５日（木），社会福祉協議会，佐々木之孝様，丹羽健輔様

に来校いただき，赤い羽根共同募金の寄付を行いました。児童会が

中心となり，全校児童に呼びかけて集めたお 

金になります。 

丹羽様からは，募金の今後の使い道を説明 

していただきました。本校で集めた募金総額 

は，５，０４７円でした。 

 

 １１月３０日（水），なかよし集会を体育館で行いました。なかよ

し集会は，友達や周囲の人との接し方について考える集会です。 

 児童会が企画した「お悩みポスト」に入っていた，実際の遊びの

場面での人との接し方について，先生方に劇 

で演じてもらいながら考えました。 

最後に児童会長がいじめ追放宣言を読み上 

げて会は終了しました。言葉遣いや振る舞い 

方について見つめ直す機会となりました。 

 

冬休み中の家庭学習の 

取組についてのお願い 
 

１１月の参観日にお渡ししました「家庭

学習のてびき」を確認いただきながら，冬休

みの家庭学習の取組にご協力ください。お

子さんが学習したことにできるだけ目を通

し，ほめたり，励ましたりしてあげるようお

願いいたします。 

 

学習時間の目安 学年×１０分＋１０分 

 

 
  
 
                                 
 
 
                                
 
 
 
 
 

 

 

 

                            

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 

 
 

  

 

 

 

 

 

日 曜日 学校行事 

１ 日 学校閉庁日 

２ 月 学校閉庁日 

３ 火 学校閉庁日 

８ 日 南富良野町成人式 

ノーゲームデー 

９ 月 成人の日 

１１ 水 南プ塾（町朝活授業） 

１５ 日 ノーゲームデー 

１７ 火 ３学期始業式 

１８ 水 街頭・バス乗車指導 

二計測（低学年） 

１９ 木 スキー学習 

２０ 金 自由研究発表会 

２４ 火 読み聞かせ 

学力検査（全学年）  

２５ 水 スキー学習，給食費納入日 

２６ 木 二計測（中・高学年） 

２７ 金 避難訓練 

３０ 月 

 

どさんこ元気アップチャレンジ 

本部町交流事業（～２/３） 

１１月２８日（月），地域学習発表会を体育館で行いました。低学

年は生活科の学習。１年生は，秋を探しに行って遊んだこと，２年

生はお店探検について調べたことを発表しました。中・高学年は総

合的な学習の時間での学習。中学年は，もち米づくりについて調べ

たことを発表しました。５年生は，金山ダム 

下の魚の生態について調べたことを発表しま 

した。６年生は，本部町交流事業で体験した 

ことを発表しました。どの学年も堂々と自信 

をもって発表することができました。 
 

 

学校閉庁日を 
設定しています。 

 

１２月２９日（木）～ 

１月３日（火） 

学校閉庁日期間中は，教職員が勤

務していませんので，学校への連絡

等は緊急を除きこの期間外にお問い

合わせいただきますようお願いいた

します。 

１２月３日（土），もちつき集会を体育館で行いました。地域の

方に教わり，一生懸命に田んぼで育てたもち米を使いました。ただ

残念ながら地域の方の参加はご遠慮いただき，児童・保護者・教職

員で，検温，手指の消毒など感染対策をとりながらの開催となりま

した。子ども達は，きねとうすでもちつきを 

行い，鏡もちを作りました。 

もちつき機でついたものは家族ごとに分 

けて，子どもたちが事前に準備したきなこ 

や，納豆，しょうゆをつけて家族ごとに食 

べました。皆さんでおいしく食べることが 

できました。 


